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みんなで創る、より良い菅原小学校に！ 

校長  前 盛 朋 樹  

長い４５日間の夏休みを終え、子どもたちの元気な声が菅原小学校に戻ってきました！2学期は１年の

中で一番長く、様々な教育活動が計画されています。修学旅行・キャンプ・遠足に、6年生の連合運動会

や5年生の連合音楽会、そして、菅原まつりもあります。また、地域の方が楽しい企画を準備してくださ

る、ふれあいレクリエーション「菅原っ子チャレンジ」も予定されています。学校の一番の特徴である「集

団生活」を通した「関わり」の中で子どもたちが成長していけるよう、２学期の教育活動に取り組んでい

きたいと思います。 

 

始業式では、この２学期、子どもたちにしてほしいこと、心がけてほしいことを３つ話しました。 

① 目標をもってチャレンジしよう！  

目標を持つことで、より大きく「なりたい自分」に成長できると思います。失敗をおそれず、諦め

ずにチャレンジを続けることで、確実に成功につながっていくこと、まわりの友達や先生たちが み

んなのチャレンジを 

見ていること、応援していることを伝えました。保護者や地域の皆様にも、結果だけでなく「チャレ

ンジへの価値づけ」を一緒にお願いできたらと思います。 

② 自ら声をかけ、友達と繋がり、仲間を増やそう！  

２学期にあるたくさんの行事、毎日の学習や休み時間など、学校生活の様々な場面で、ジャンケン

列車のように自ら声をかけて友達とつながり、「友達と一緒に楽しんでほしい」「一緒に楽しめる友達

を増やしてほしい」ことを伝えました。子どもたちの主体的な行動と笑顔がますます増えたらと思っ

ています。 

③ より良い２学期の菅原小を、みんなで一緒に創っていこう！ 

今、自分のいる場～クラスや学年、学校全体を今よりもっと良くするために「自分にできること」

を考え、みんなで積み重ねていくこと、そして困っている人や寂しい思いをしている人がいないか、

まわりをよく見て、それに気づける人になってほしいことを伝えました。一人一人が菅原小のかけが

えのない主人公であり、学年等に応じながら「自分ごと」として、より良いクラスや学年、菅原小を

創っていく意識を持って生活してほしいと思います。 

 

まだまだ暑い日が続いておりますが、これから少しずつ寒暖差の激しい秋に入っていきます。熱中症に

気を付けながら、ご家庭におかれましては、あらためて「早寝・早起き・朝ごはん」の生活のリズムをお

子様とともに意識いただき、子どもたちが元気に頑張れるよう、送り出していただけたらと思います。 

2学期も、ともに菅原っ子を育てていきたいと思いますので、ご支援・ご協力の程、よろしくお願いい

たします。 

 

 

                        

□か  考える子 

□が  がんばる子 

□や  やさしい心の子 

□け  元気な子 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

10月２日（金） 委員会 

６日（火） クラブ 

７日（木） ４年遠足（はまぎん子ども宇宙科学館） 

13日（火） 起震車体験（４年） 

14日（水） ６年連合運動会（会場：菅原小） 

16日（金） ３年遠足（小田原方面） 

20日（火） ６年連合運動会予備日（会場：菅原小） 

21日（水） 

22日（木） 
５年キャンプ 

27日（月） クラブ 

30日（金） 菅原まつり 

９月 ７日（月） 委員会 

 ９日（水） 

10日（木） 
６年修学旅行（日光） 

14日（月） 

ポエムさん（４・６年） 

不審者対応訓練 

（14～18日のどこかで実施） 

16日（水） ポエムさん（２・３年） 

24日（木） 学校公開日 

25日（金） 学校公開日 

28日（月） ポエムさん（１・５年） 

29日（火） クラブ 

 

9・10 月の行事予定 

校内研究  「思いをカタチに ～考えよう・伝えよう・深め合おう～」 

校内研究主任   

  

 今年度、本校では「思いをカタチに ～考えよう・伝えよう・深め合おう～」を研究 

テーマに、国語科における表現力の育成に取り組んでいます。 

子どもたちには、自分なりの考えや思いをもち、それを言葉にして相手に伝える力を 

身につけてほしいと考えています。また、友達の考えや表現にふれることで、「そんな 

考え方もあるんだ」「もっとこう伝えてみたい」と、自分の考えや表現をさらに深めて 

いくことも大切にしていきます。 

 

授業の中で、子どもたち一人ひとりが安心して自分の思いを表し、互いの考えを認め 

合いながら、よりよい表現をつくり上げていけるよう、教職員で学び合いながら研究を 

進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


